
はしがき

Ⅰ　ソ連コルホーズの特徴
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人民公社の基本的性格はいったいどのようなも

のかにつU、ては，すでに多くの研究がなされてき

た。それらの多くはそれが（工農商業兵！の諸活

動を行なう 「政社合〕_Jの基層権力単位であると

いう特質に焦点をあわせて揃じられてきたとレえ

よう。小・.t請は大方が一致しごいるこのl.（ト二ついて

異論をさしはさむものではない。しかし，人民公

社か農業のみではなく，他のあらゆる経済活動を

包括する組織作であり， さらに経済活動のみなら

ず政治，軍事，教育などの諸活動をも包括するも

のであるから，人民公社を農業経営体とみなし，

その前提のうえに立って経済分析を試みれば，人

民会t±のある重要な特質が..－，かめ六、く t;_る恐れが

ある。もとより，農村の全活動を包摂するような

組織体の刷態をいっさにとりあっヵ‘えJないので，

経済的側面fiにのみ限定して人民公社の特徴と， そ

れが分析方法論上にもたらす新しい問題について

検討してみたu、と思う。

論述は畏村の生産関係と生産力との関係の問題

をとおして，合作社化の論理の変濯を明らかにし，

そのうえで経済的側面がらみた人民公社の特徴す
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なわち農業経営体ではなく多種経済経蛍体である

こと， さらに多種経済経営体はあれこれの経済活

動を行なうのではなく，地域的に一つのまとまっ

た地力維持体系を形成しようとする経営体である

こと一ーを明ムかにし， このような経営体をつか

む方法論上の問題を提起してみたい。最後の部分

は人民公社を農業経営体という前提で，生産関係

と生産力との関係を研究された山本秀夫論文 Ull)

にけし，疑問を提出する形きごとる。 この論文を直

接の批判対象としてとりあげる理由は，人民公社

の変遷を中国農法（牛産力を体現するもの）とのか

かわりあし、で研究された最初の労作であるから

だ。

（注 1) 山本秀夫「人民公社と農業生産力の佐賀J

( 11J本秀夫編『第2次5カ年計画期の中国経済』，アジ

ア経済研究所， 1964年）。

I Y連コルホーズの特徴

人民公社との対比において， ソ連コルホーズの

基本的特徴を最もよく示してくれる研究に福島正

夫『人民公社の研究』がある。これによってソ連

の特徴をまとめると次の三つに集約される。

( 1) コルホーズは政治権力機構ではなく，農村

の生産組織の基層単位である。

(2) コルホーズは農業の専業生産組織を志向

し，多種経済を排除する。

(3) (1), (2）の基本的特質をもっコノレホーズ経営

体はトラクターという生産力を軸に維持され

発展す司る。
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人民公社は経済問動のみならず， その他の活動

を行なう場であることから，必然的に政治権力lf

f立とならざるをえなかったと考えられる。 また経

済組織』このみ限定Lて考えても， 多種経済組織が

必然的に政治権力と結びつかぎるをえないと考え

るが，とれは論証を要する銀閣だとj思ち。ここで

は当初の限定どお I）経済的制面にのみ焦点をあわ

せるので，一応この問題は不問に付しておく。そ

こで第七叶1徴を打干詳しく説明するハ

福島正夫氏によると utl），ソ連ではコルホーズ

H属の工業作業は型住な組織とみなされ， 1938年

10月， lil:¥9午4月J二＇Jレホーズがら地方向営企業

および手工業協同組合に移管する法令が出されて

いる。ただ，ゴルホ→ズ副業と Lて， J'!b.jff物加工、

建築材料の生産， こ：tJレホーズ農具の修理や製作は

みとめムitえ。そLて次のような制限がfiされて

いる。

付） コルホーズ員の労働により行なうこと。

(n) 」ルホ｝ズぴ）生産活動 Ct！.業）と庶接関連

のあるものo

(,~ 生産物はコルホーズ向身の用途に資するこ

と。

つまり，コノレホーズ副業は，奨励より制限の立

場で認められている。この点は人民公社が積鍾的

に近代工業を植えつけ人民公社の内部幣襲に対し

てのみなら子，他の経済単位の需要に応じようと

する考え方とは基本的に異なっていることが確認

できる。

トラククーをコノレホーズに照応する！tit｛力とと

らえる考え方は政治の局面では工・議同盟におけ

る農民の位置と深くかかわっている。それはプロ

レタリアートが農民を改造していくという理論に

なってあらhれ， コルホーガを政治権力の単位に

はしないとけう政策となって只体化され心。農村
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の基！醤権力機構が小農を指導して協同組合組織に

議入し，ここに機被動力（トラクター）を投入して

小農経営者を規律のある同盟者にしたてあげると

考えら。スターリンの次の－－；Y棄に l:＜このJ立があ

らわれている（住2）。 「大規模な予約賀付けを通じ

て，換民の大部分を集団的経営形態の方向へひき

ょせずには， そうとう大誌のトラケダー，農業機

械などを農業に供給せずには， コノレホーズを発燥

させるごとが不可能であり，機械トラクター・ス

テイションを発展させることが不可能であるとい

うこどは，証明する必要がたb、j。実際， 19:t'.,rr 
の第1次5カ年目1－画最終年！立のトラケタ一年産目

標は当初 5 万5000t~であ・ったが，いっきに 17万台

にひきあげられ， コンメインは計両目標fこなかっ

たものが途中から4万台の生産計闘が登場した

｛注3)。
(/1; 1 ) 福ぬ1E失『人民公社の研究』 （お茶の水脅

房， 1960年）， 117ベージ。

( /l 2) Ii' f ケ リン全iu，第12｛主， 76ベージ。
(/l:l）『ノ、タ リγ全集』，第泣き， 268～2的ベー

ーン。

日 中間の新たな理論化1一一句生産用具の

絶対視化の存定と他の生産力要素の摂視

論述のソ連コノレホーズの特徴をスターリン命題

と呼称しよう。中国は農村の合f字社化の過程でこ

のスターリン命題をどのように受け入れ， いつ，

どの上ちに修正したか。

l. 合作社化論理のコルホーズとの謂ー性

1955年10月，中共第七間六中金会まで

( J) スター｝ン命題の機械的適用

解放前後はスターリン命題がすべて機械的に適

用されているの 1948年の党中央の文献は次の主う

に述べぐいる fil.l〕。 f社会主義は小生産にもと J ) 



1968120035.TIF

いて建設できるものではない。子i：会ftされた大生

産， とくに工識の大生産によって建設されなけれ

ばJならない。社会主義があって仕じめてすべての

貧困は解消できるし，農民を最終的に解放でき，

階級を漸次ti'ii成させることができるのしかし，わ

れわれは社公主請に到遭い社会主義エ業および

農業を実現するには，新民主主義経済という一時

期の括展をれ過し，新民主主義主［会で大々的に公

私の近代工業を発展させ W:2），農民に大量の操業

機怜を製造L, とれに上って農民の偶人経済を漸

次集団農業経済へ転化し，はじめて可能になる。

工業の大々的な発展や，残民への大最の農業機械

の供給なしr－こ， 農民が集団農場仁川結ごするととが

でき，社会主義を実行しようとするのは反動的な

幻：在、にすぎtn、｜つまり，都市における社会主義

の大規模工業と農業の小生産との矛盾は大規模な

機同化を伴ろ作作社化によって解決できると脅え

ているととカ＜t）かる。

解放直後1951年12月，士地改2容がいまだ全国範

聞で完成さ；（LてL、ない段階に， Jflくも労働の相互

協力をてことする小農経済集団化の方向が打ち出

され，さら仁 1953年12月には生ifil子段を公右化す

る方向が示されたが，この段階でもなおスケーリ

ン命題の機械的な適用を主張する意見がみられ

る。たとえり「トラクダーがな打！.l;f，農業｛；作

化はできない。…・・・まず工業化を実現してはじめ

て， '1'！.業機杭でわが国の良業を装fi1Hすることがで

きるし，農民の積極性の基礎のうえに農業の光全

な集団化を実現すること一一農業社会主義化一ー

が可能となる「lぞれ以外には不可能であるj川：l)。

ここで注意しておくことは「完全な集団化JC当時

は高級台作社全さしていた）のためにトラクターが

不可欠のものといっている点である。後で論じる

よろに、中国？は初級今作ll：の段階を設定するが，

とれとトラクダーとの照応は考えていない。

(2) スターリン命題の枠内での修正と発展

濁知のように，農業合作社化をめぐって，1955年

前半激しい党内闘争が展開された。その闘争は一

応1955年7月31日のも沢東論文によって終止符を

打つが， それまでどのような経過をたどやたかは

外部者であるわれわれには詳しいことはわからな

い。ただ今日の文化大革命をとおして明らかにさ

れたことは， 毛沢東派はトラクター導入の条件が

なくとも初級合作社までは進みうることを主張し

たのに対し， ~J少奇派は初級合作社の段階さえも

ゆきすぎであると考えていたようであり， この問

題乞めぐる論争は国民経済全体の建設路線にもか

かわりあうほど深刻であった。 しかしこの論争が

実態をぬきにして， ！機域化が先か， 合作｛七が先

かjという簡略化された形で外国人であるわれわ

れに紹介されると， スターリシ命題との関係が不

明になる。

1951年12月中共中央は共同労働による農民の相

克協力をよびかける決議を行ない， 53年12月には

土地を出資し，統一経営を行なう初級合作社へ農

民を誘導ずる決議を行なった。陳毅によれば，合

作化をめぐる党内闘争は195'.i年から始まっている

〈注心。しかし， 1954年には一応の意見の一致がみ

られたようだ。李菩玉はいう。「1954年，党は明確

に，わが国の農業社会主義改造は2段階で行なう

ことを指摘した。つまり，第1段階は合作｛ちを実

現し，第2段階で機械化を実現する。さらに，機

械化の実現を 2段階にわけ，第1段階は合作社化

を法礎にして大々的に双輪双鋒型，双輪単鐸型そ

の他の新式農具を普及し，農業生産用具の初歩的

な改造を行なう。第2段階で条件が整って以後大

規模な機械化を行なう」（注5＼このような確認が

54年のいつできたか現在のととろ確かめられてい
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ないが，郵子依は54年7月15日青年間中央農村工

作会議の報告でこの趣旨とほとんど同じことを述

べている（注6）。まず，中閣にはソ連の経験を機械的

に適用することはできtιL、と述J九 三：の理由とし

て次の四つをあげている。 トラクケー工業が成立

してし、ない，石油工業が遅れて t，、る，農村に幹部

が少ない， 農民の私有意欲がう郎、？と膏玉と異な

るのは土地出資形態の初級合作社を主要な形式と

して当時の時点で考えていると述べている点であ

る。そして新式畜力農具とこの形式との対応を考

えているようだ。つまり， t：.いたいのめどとして

第2次5カ年計画の初期主でに全同マ初級合作社

化し，新式畜力農具で初歩的な技術改造を行ない，

第3次5カ年計画 (19/i'.l～68年）で大ャ的な機械化

を行なうと予想、している。

1954年に中共中央で確認したというこの段どり

は， ソ連の解放直後に存在したトー：てから中位形

態へ，さらに現在のコルホーズのアルテリへとい

う方向と論理は同じである。 たよこソ連の場合は土

地が国有化されていたので， 土地出資を行なう初

級台作化に相当する中位形態、はほとんど存在しな

かった。李普玉論などでみられるように，ソ連の実

質的な農業集団化の時期である 1929年から33年ま

での推移と比較すれば，一見大きな差があると考

えられる。何よりも制度的改革と技術改造をわけ，

さ九にそれぞれにつνて2段階論を考えているか

じである。つまり，高級合作社 17クター，初

持台作社＝新式農具とL、う対応関係を考えている

山である。このこと社命題山修正をあるといえよ

う。しかし，論理のうえでもスターリン命題を修

正したであろうか。問題の毛沢東論文を含めて検

討してみよう。

1954年後半に作られたと考えられる第1次5カ

年五十両書は農業の現代化を第1去のように予想、し

34 

蹄1議第1t7Z 5カ年計両番の農業建設構想、

7生産関係ぬ「 一一（変 革｜生産カの投入｜開 懇

第1次Pカ年同級合作社叫）初歩的技術改良｜農民による
/1953¥1 出 l I 
!!Iiiし57Ji3分の l実現j新式市11農H i小規模開墾
第2次5カ年初級合f字社化;IJ農業機械化開始｜大規模開墾
！ 百 (1958¥m自由 ！、
"' '""'¥-fi2/1・－沼山 11 
第九次5カ年高級会f字社化；J）農業機械化

バ ベヲ；；？）の完成 Jl （~t程度カ司、）

第2畿毛沢東論文にみられる農業建設の構想

｜室産関係皇！生産カの投入｜開 務

［ i社会主義改革がi
第1次久之官初級会作社化jおもで技術改造！
,-; I iillf ！りl( ＂~~）150%完成 1 i土従（新式市力［
、け＇I I i重量具体系） I 

I 9川！全面的完成 1
日 次5力4高級会｛字社化j高級台｛竹上11ニL11～5億華畝
,JiリtiJl

第4次，第51 ｜農業機械によるi
次5ヵヂ 、｜その強化 ｜農業現代化の完｜
ill 蘭期r ：：~~） I 1成 ｜ 

こし、る。こjlfこ対し， 1955年7J-lのじ沢東論文は

第2去で示されるとおり， 2点でおlj主する（注7）。

第l点は初級合作社化完成の時期を三年縮めてい

るζ と，第2点は農業機械化の光成時期を第4・

5次5カ年計画期と規定したことである。 しかし

両者の間にはそれほど大きな差異は存世しない。

そこで， このこつがスターリン命題と論理のうえ

で：子店ーするか否か。

:1 Fレホーガ＝トラクターという関係は E論文で

は高級合作社＝トラクターであって全く同一であ

み。 スターりン命題の最も基本的なソ九は論理の

うえで崩されていない。ただ，機械化の完成時は

第3次5カ年計画の高級合作社化より遅れる点が

相漉している。しかしこれによってコルホーズ＝

トヲクターという命題が崩されてL、るとは思えな

、、。毛沢東論文以後55年後半，初級合作有化運動
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l士~.、速に発展する。それを背既に同午10月に開か

れた党の第七l•1i六 t!t··~会の t，作干上｛ヒ決ぷでは，

初級合Wt！；化。J完日比日〕時期を Eぬ文の 1960年から

1958｛下 ，j）干手主でとした。これは 3年jl［＇，、線上げ

l: tよるつ同決議はi1'ii結合作目：化に d川、ては－－－,-fも

ふれて1.、なし、η このことが何を豆、味「るかわから

たいが， 決議ジ）うえ力、ム高級台f'H＋一二トラクター

という考えを崩した二どはkみとれないっ

この七うに， q, Ji三，ド的士農業の集間経済を維持、

ーiる生産力；土諸生産力要素のう九生iir:'rllltである

といろセ：えを明持L, 中国の経済守山 一トヲク

ケー工業内.rl!A1 , 行；111産業の末発泣 かじ，初

級台WH士新式畜 ｝J告はという段階をあみH＇，し／ご

とちえハれる o ；；~i1H ぷ i,,·J じであるかん， ！J::.産WH系

日生産力と er，照応l'l.j係におけるス i/-. l）ンのトラ

ケケー弔問と 111］じい qi同でも新式高力法見病ど

丸いえど〉ほど山点ほん：f jソ？にわれι台山た。

主ず新え者 ）J 世代の代 N. と千三えじれてい三メX~（；

ix. ( Hr.1 $11¥ fiリのぞlニ店主・供給情況どみよう η 二（I)機
同；士 19S4年G) J /) 'i-.::[Jc］祈式畜）J"/5-Jえ工fl令会議で士

¥J］に背Yえずることか決定され／こっ 1%1年山末主で

にゴ万｛，の普及士みごし、＂ Jっ1%;)11てム｛を、・1・:

j及（Hf社fヒの（ii主 I）♂）なかで iゴ）］に1r11乃、jlた｝ti:2 

[11]1':l弓民旦 C/L's，議で守 民業機械化itト－； .'Jケ－

C川尊入に上ペーlごrf,li'.われるべきだという号えと，

Bi; 3表 1956年双輪双探査せ生産・供給計画i推移

｜純計画供給計雨

第 li失己！！昭(1955年頃）
第2次元IJ1lil
第 3；欠il十［11ii(1956年 1月）
お4次己十両（19564'-6 Jj) 

論セ執筆D,)'

万台！ 万六
52.5 I 50 
504. 6 I 408 . :l 
:350.6 I 290 
246.8 18:i.3 
,140～150万の可能
：性しかなし、とする

rnu究）本刊編輯郎論文，『計画経済』（1956年，
No. 9), 1ページ。

第4表 農業機械・農機具部門の主将材使用

l 合成業機減農兵｜智弘主巴I ；~警Pl税関
i古11r1J （万トン）i,¥, I対する比！（万トン）！する比率

I率（%）rnq iC) I (%) （同
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(/l予約 (1) T新中国年鍛』（1963年度版），160ページ。
(21李宮手手報11;, 1960{J"-3月初日。
（日1『人民H報』， 1961年6月5日。
(4）『アジア通信』， 1963年 1月2sn0

（（，）『アジア通｛言』， 1966,:'f1月Gn 。

16）鋼材見掛消費監は明野義夫「中国の鉄鍛業J（石
!Iii滋編『中国経済の長期限望』，アジア経済研究
所， 1964年）， 25:3ベータ。

(7）筆者一推計。

(8）本fl］編制部論文，口ii由i経済』（1956年 No.9）。
lリ）！引の56年上り計算。

111 IJI v）現状ではIll元民兵以外；上不毛足／＂ ＇：：いう労え

が批判され， 新式畜力民兵五三今後数年間の食結＇t 示したものである。 1954年までの普及数が4万台

jlf{ ,J) q1心的措／f,：と十る／＂；えかが採択された山村＼ Fあることを考えるといかに莫大な計両がたてら

こ;ftiれ、う：kでもなくそれ上り 2/j J-l玄えに問か れたか。玄た第1次案と第2次案を比較すると55

;l 1 ／こ党第七1111六1J1全会J〕初級台門柱｛ヒを加速する 年後半の初級合作社化の高まりと平行して計両が

決議と照応する。 10倍にはねあがったことが知られる。この生産計

Ti輪双卸売，.10＇）生産，供給戸十両と実際の 'ii1r況をみ ！可が同民経済にどのような影響をもたらしたかを

ヒ九 みるために用意したのが第4表である。この表は

第九支は反論双持引の生産・供給Jf-lTliiの推移全 1956年 1月の双輪双詩型第3次生産計画（第2次案

3ラ
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に比較してきわめ亡つつましやかなものFある）が全開

政府鋼材配分尽に占める比率＇. !7%の意味を浮き彫

りするために作成された。八項は全長支機械・玄；

機Jl,.工業の鋼材消費辰であるのに対し， C, D項

；ょ双輪双悼平＇~－－機稀：のそれぞある。中iii.！では毘史

八本格的tr.物財の投資が行なj〉れるようにた J予た

のは同年カsらであるが， f)8年， 59年のA・B項と

J;i,＇輪双節 li'Jどを比較すると， いかに吹：大ti.鋼材が

この農機具のみに｛史われようとし口、た方、がよみ

とれる。 1956年の実際の生存景は第5去で示すよ

うに180万台であったが，この数字ですムi-Jijヰ経済

にとって過重な負拘 Pあったことか想像される。

以上み｝てきた双車fiff双；l問rJに対ーする政策推移1-t' ], 

ケー｝］ンぬるコル；］；ーズイヒ円過程で、 19犯年<J）トラク

ケ一生産目標を当初JC')5 )jf；からヤっさに 177;{;

コンパイ L今ゼ口元、九－1万台，，と，JIきi：げた,, ， 

j品程とあまりにも相｛以Lていることをよみとれた

レ、j) けlニft，，、Aミt.r＼，、。

この£I_輪双部売＇）iこ対十る政策は次の仁うなJ十w
(7 Jうえに成立して，，、jニ。［，ij£具の深銚によって食

柿lt)l孟はだL、たい 15';loか20%の増産が I可能である

(,J-(1）。全い］耕地16信、華以（以下畝と略す）の ＇） t、，

！，，］長只の使用可能江耕地両院は 12億畝（畑8｛；む

畝， 水DH｛む畝）， 双輪双持ち＇！1 11畑I0畝， 水田 7

水間150～自畝，年間＇..＇ Of:I稼動と Lて対Hi也＇..＇00畝，

畝唱 これから全国の；t要畳が 62l万台。 一字’たこの

19.56年 1J126日に発表された : 1956～fi7{f全i五lit

業予古展綱夏草案」の第11項には1956年かん始；t＇ノ

て；t～5年以内に 600万台を普及させることがfj

t票にf仁つてL〆、た（，］ j/J

'tJ央元通このような』；命JlM、で政策を打SillLてくれ

；主現J也幹部はそjL以土に双輪双鰭11'1？おにカ￥カ￥るo

j，司長具の普及がm難に直面しはじめたころ次のよ
うな批判が出はじめた。たとえば［官Eの同志は

(t作化されたらすぐに主張機械化合実行Lなけれ

36 

ばならないと考えている。 この種の思想、のため，

過大なまたは現在不必要な大型農具や運輸工兵を

購入したりラ 過大なかっ早急すぎる大量の基本建

設投資を行なったりする合れそ！：があるけj：「l:11〕と述

, ', トラック， 双輪双鋒京の性急な導入をいまし

また「それ代史輪双鋒J¥＇＇）の効力は！日式めている。

忠良をはるかにこえている。 Lヵ、し， トラケター

と1,;Jヒだとみるわけにはいかなし、。一・部の同志は

それを“ノトトラクター” と，i考1！ーしてし、るがそjしは

あやまり t~· ’ Cil.12）と 1主ぜζ ている。

主主：会 合作化をめぐる党内闘争について

1',"iて論文の論旨とはずれるが，党内闘争について検討

するう 55年lOJJまでスターリ〆命題を論理のうえで！抗し

てレない正すれば， Mをめぐって論争が民間されたかo

（；－作IU11憾派はわPHJミ同fヒートラククーという想定をし

亡し、たのではtrヤかと汚えられる。ゴノレホースとし、う，i'

(¥!i'i ft；は集l-11経済一一般をあらわすーが， 1929年以後のコル

ホーえは初期に，r11niで完全H会 i＇.持集同経済と工ばれ 7
¥ 、た ，•：：；／，必（；－ fHi；をご！日午 7JJの毛沢東論文のなかで，

::i:3-ffのはじめに集団経Jrを縮小したとし、ってし、るのはネ'J)

,y& ,t,fHl:,nことであり，総じてir;J論文が集団化を促進せ

よといサてL、るのは初級（－；－作社｛七のことである。主JJ級｛；＇

fNHヒもトラケケ｝がたければできない土考えれば，こ

れはちがった形でス .'-I・・ ＇）＞ 命題を出してし、る。先にあ

げた19:i:lifNo. 5 ＜！） 『γ：刊』にのーフfこfl!;蓋隆論文はこの

kうiこ〆じめtn、かっ二の｛，〔に関係して長近東大の岐本教
夜は次のよろにifべている． ［ソ連のコルホーズ化もト

ラククーやコンパインができてから始められたものでは

なくて，ただその供給の可能性ができたどきというだけ

で始められたものであり，したがって農民の側からいえ

ば“主ずコルホーズ化”してトラクケー，コンパインの

くるのを待つということであったことは，今日では応土II

のτy実であろうと忠、う。しかしこの事実はソ連ではい

つのまにか忘れられた。そして第2次欧界大戦後，ユ ξ

ンーFオノレムがチトーを批判したときには，農業機J倣工業

の！、j!]・Jlti'.i:Lでの共同経常化は“トロツキス、ム叫だとして

主びしく批判~れたものである。 だが， 1955if当時

の中p~~ご l主，コミンフォyレムカ%上、らまし、fこi主｛己品、まだ

かなりの数の人々号？とらえてャたものの上うだJ(/1 J3)e 

スケ F リン命題の第2の修正は寸／レホーズの特
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徴第2点の多縄経営体か農業等放経営体かにかか

わる問題である。 むしろ， この段潜では修正への

来の存在といづたほうが適切である。 19日午12月

の決議以後一貫して農村副業，水利建設を喋励し

てきてい？1＂三の点は 1956年のi;＼汲合作化iこょっ

てより明織に打九出され， さらに， 人民公社では

二れが論主j!v'）「！えでて／／ーリン命I芯を克服Lてし、

く役割を果たすのである。

2 急速な高級合作社化と基本的な修正

1956年泰，中共中央の予想、をはるかにこえて，

農民の初級作作社化運動は高級合作社の段階にま

で発展し犬ハ てのと止はスターリン命題？をそのま

ま受け入れていた高級合作社＝トラクタ｝という

l翁理のみた九ず， スケーリン命題合同じ論理のな

かで中国的に修正した初級合作杜：新式省力農具

1二Ltう考えすんっきくずしてi d れ。 もっとも後

fl"はのちi二〕占，；るように双輪双Vii棋の導入の挫折

とし、う新しL、条件が加わっているが， 党中央はな

ぜ命題教義に同執せず，農民（／）(11去りをとωまま

手放しで発股させ， 初級合作社の段階にとどめよ

〉としなカ＝ ｝たカ、。 新たな理;li(i]il’長践かt，土L、う

副品哲学に仁心のか， 1955年 7Jjマ初級合作社化

消極論者が政治的にも理論的にも敗北したためな

グ〕か理由11L、くつか＂＇（：；えられよ「 lυ これんの理由

を検討する余地はここではない。 新しい事態によ

そってどのような理論化がなされたかに着上IL,

れを可能にする経済的な二つの情汎を説明する。

理論上の発展は生産力諸要素のなかで生産用具

が生産の発阪にもつ定、味を相対｛じし， 協業による

社会的生産力と自然性生産手段に着目したことで

ある叶一般生産力諸要素Vi次のよ与なもいがあるョ

( j自然性生産手段（土地・水〕
生産力）生産手段i生産用具（盛業機械など）
~Ir要素｝生産対象（肥料，種子，士地，水たど）
l労働力

スターリン命題はいわば生産用具絶対化論であ

白熱性生産手段を同一生産用具、

の水準における労働の社会的協業がもたらす生産

力は一定の生産関係と照応関係をもちうると考え

これに対し，る。

るのである。

このような主張はら6年の中明から出はじめてい

る。たとえば， j正鴻湖は［水稲区で稲の2期間作

から 2期連続作にしようとしても，多数の農民が

共同労働を行なわなければ基本的に不可能であ

る。・・・・・これらは集団経営，労働力，工具の統一

共同できる農業生産合作社があってはじめ使用，

て可能である。 それゆえに生産用具をかえなU、と

いう情況のもとであっても， 共同労働も新しい生

産力を生み出しうることは明白である！と述ぺ

イ注14) 「ノト農具を使用した共同労働が新しい生産

力を創り出すことを理解しなければ， それは大き

な問題だ一一つまり右傾保守思想、を生み出す重要

な根拠となるであろうJ と断定している。関夢覚

［士U、う。 f生産経験土労働技能以外lこ， まずわれ

もとより生産関係のわft,は， 合作北それ自体は，

変革であると同時に， はかりしれない新しい生産

ケ， すFなわちー穏の社会主義的性格の大衆の集体

の力を創造したことを認めなければならないJ

cd0l5)0 同様の論旨は『人民日報ム 1956年9月21l~ 

の陶鋳論文にもみられる。

このような考え方の変化をもたらしたと思われ

るこつの事清について説明しよう。

(1) 双輪双鐸主訟の普及の挫折

この民共の1956,57年の普及情況をみるために

第5表を用意した。 1956年の生産と供給は第3表

でみた1956年6月の第4次計画（生産予定2億4680万

台）と比較してもかなり低くなってu、るが， 57年

と比較すると供給量は10倍になっている。 57年が

14常な低下を示す。 このことは何よりもまず普及
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(1950～54年まで）

i[lj日7年2Jj 
l リo"'
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l'l:o.~ ' 
1リ5り｜
1957 : 
195s I 

（出所） (1) ！行凌論文，「紅済研究』（EJSfiT-, ；（γり：o。
山本flj編紺部論i；，「，；［－Ufr1経済J(!%tiff, ::-;o. 9）ふ
(3J 『我国制鉄，電力，煤！ん機械， i1i/1主，造紙工業
的今／tr.12:1ページ。
(4J 宇治威論文， l(,ii極経済』（1957'1二、 >lo.10）υ 
7へ一日〆o
「（寺大的十字』。
『：ii函経済」 （J斗57年，主fo.:l）電品ベ←ジ。

さ「パこ深刻な反省、i土:'1--1H寺山向家

J支1fr委民会主任の黄敬によって与えられる(1118）。

「1956年の建設の高まりは，われわれの力をはかっ

た 1 そLてわがi斗のように“一窮7‘（l”（経済的にn

らび〉役退である。I JJ f,> 

i守i存在

（可＼／立

おT

双手；；tx.；＇／ 引の生産と供給

μ札
ν

i安

0.5日〕

ff_:: 

;ls 5表

年次｜

1952 
195'.l 

人iiが多,JI J丹r,-mで，L く， t；イヒ（t'JにX41)'4 

10日心，：.

リ5''''
fサ「rい),._, ;_1 

日.2'J, 

57 ' ' 
179.:: ,, 
(i/l.9'"' いんきな凶で討会；主義建設在進めていくうえでの

さt，：：：：.，わがltlff{トミ01i；さとi村難さを認識させたっ

~山人 iiが多くり十地方、少なし、としぺ基本的な特徴

連がしっ問題をとえさせはじめたのである。

ア tljカu.いずれも排他が1ムく人iiが少なレILiで

あり，；；＿＇Q；主労働力が不足しぐいるため、機械で人－

fff)J；二代終L' 

(SI 

(GJ 労働生産性i-引き上げ，耕地をN〔

ノ止すjtば，出lミ苦な増産効果がえ人れ，蓄棋なIf'.:，、〆さんにし、ったん（Hit士が買し、とっの挫桁である。

lie) わが［klの特徴はこ；！l t，諸！主iと異なっごし、る.，たとえば，持動：がはきわめて:t,';＇..，、cたものでも，

；沖地i土多くなく， tl日経可能地もうるくt:ii: Jl; b、!J:,全国18省の典型調査でみると 40～50%が友使片iの

人I-Il土多レ。この；芥i也が少々く人

民業別！？主（土必F粘耕；￥1llf1:など

/( L、内；二品tL, iでi三二；！1をまま放問されてL、るという（イiへ
11/J；名レ'i/dTJ'.では？“掛か” C~ ！U点の棚にかけてぶ〈ことを：；卦という）と

I,,] び）比較的傾維な）j／去を：とらなければたらhいの双輪双；咋引がこのような事態にた丸いたよλノだ。

II年VタトlLJv'）民業機械は大部分が平地の畑作や大lfo'iそ〈／）七しI）冷t司、耕作HJ役畜の問題，った原因は，

つ技術条件， さ「）f－二n.とんど h；干iilll企動力と

わか＼Jjはfr陵，水田が多

i:l)IJ誌は小百llf去で1-iil!J (t 1' ；｛ しているなどとし

二Jcfこ対し，

WnMfl iこ適L, 

し三いるυ

I ＼， 

あるし、；土fiITr格の問題九：どいろいろあ

ろうが， 56年後半カa仁〉徐々 に政策，1j同布引上信部

へと反省、が深まっていったようであるの

たとえば， l95(i {r-1月に発若くされた「1956～67 ) I'！然や資源条ft＼のaら農業機械.，（｝）要求t悔雑で

ここでL、うタト［じIv>t'! Cflh.•JI IHfilリあふ_I先に来日介したと年全国農業発展綱要草案 では、

解放直後I ンパインのみならず，:tトラクター，才3；），第ll以で 1956年かん：1～5年内に双i除双t:IN

ヅi辛から導入されて 56if普及に挫折した双輪メl;.()11¥

さらに黄敬の指摘'r 4, ：~ まれて L，、ると解される。

新式畜力iU:lを芦及するこ

とがうたわれていたか， 1957年I叫jに発火された

lei］綱要の修正草案では， 600万部活及が消えてい

る＂第 7項農機Jl_の項では，各地の条f'I：にi自白すら

年日 6似）万＇ir!lを中心に，

子工労働が多し、中！止の伝統的なねび） ,j,;!};'(h／心土，

これは次のlil

Niて＂世 iりするように共同労働による社会的生産力

をrri:おljる｝ji,,j2二！翌日系がある。

])':ti政論；文はさんに過去の t時期農業ω機械化放

j井細（1ーを t五？見L,: し、ることむある。

試作を行なうことが中心に主治，J1.てように実験，

第 7引を解説した民業部のぷ任者ラペ"iId t. いるc

刃（輪双時阜の普及は当分Jヒ々 の畑仕，J也か適？？であ

［人口が多

水利排水・濯瓶で一部

葉論が /IJていることを示峻Lている。

くがll也のうなしJ也1＜では，

これは全［-'t.112倍、

畝に一気に普及しようという同年始めの考えか
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るとし、う限定をつけ始めたに，117ノ。



の機械が必要である以外は，耕起，収穫過程など

の機械化は労働力の過剰を招来するだけで，増産

に対してはそれほど多くのプラスにならない。か

えって多くの投資を浪費するだけだ。 さらに石油

問題も解決されていなU、と考えた」という。このた

め「当時われわれはわが国の農業機械化の速度は

遅いものでしかありえないし， その範囲も限られ

たものにならざるをえないJと考えていたという。

これは実質的な機械化放棄論である。 この放棄論

は1955年12月の第2回全国農具工作会議で克服さ

れたはずの「現段階においては l~l式農具以外は不

必要jとする論と相通ずる。また，放棄論は主張

として出たのみならず，具体的な政策面にまで影

響を与えたことが確認できる。 1957年には当時建

設中であった洛陽トラクター工場の建設の中断，

天津トラクター工場の建設準備の延期， トラクタ

ー輸入の中止が行なわれているのである（注19）。

以上のことから1956年の後半から 1957年の秋ま

での 1年間，双輪双鋒斉＇i絶対論がくずれたのみな

人ず， 」時的ではあるが農業機械化放棄論が出た

ことが確認できるの このことをわれわれの問題の

なかで考えれば，生産力要素として生産用具の絶

対化論の崩壊とその相対化が行なわれたと解釈さ

れる。 さらに農業機械化放棄論は生産力要素とし

ての生産用具無視とL、う極端な逆な方向八の動き

が存在したといえる。この極端な無視論はまもな

く， これから述べる共同労働の効果のなかで解消

していく。

(2) 水手IJ・多種経済・精耕細作を中心とする労

働協業の発展

中共中央；立当初から水利建設， 副業を農村内部

で発展させていく方針はもっていた。たとえば，

1951年12月の「生産互助合作にかんする決議Jで

は，第8項第2で水利と土地改良，第3に各権副

業の振興が明記されている。この考えは53年12月

の「農業生産合作社にかんする決議」でも同じよ

うに継承されている。しかし， 56年に発生した合

作社化による労働不足とのかかわりあいでいう

と，農業の合作社化は労働力を節約し，多くの労

働力を外部に排出するであろうと考えられてい

た。だから国家機関の農業援助の一項のなかに，

各級人民政府は各種の公共事業をおこし，農業部

門で節約された労働力を吸収することが要請され

ている。

初級合作社化が急速に行なわれるに伴い農業合

作社の副業，多種経済の振興および水利建設と

郷，県政府の役割がしだいに明確になってくる。す

なわち， 55年10月の第七回六中全会の決議第7項

では，合作社は各地の条件にもとづき，地方国家

機関の計画指導のもとに，農業のみならず手工業，

牧畜業，林業，果樹，漁業などの副業多部門経済

を発展させることが規定されている。さらに第10

1買は「各地方の農業合作化計画は， 当地の林業，

牧音業，漁業，温業などの経済部門の合作化の計

l向Iを包むべきだし，さらに，農村の供鮪合作，信

用合作， 手工業生産合作，運輸合作および文化教

育今仁作， 党および大衆団体の建設工作などの計画

を含むべきだ」として，県，郷の人民委員会が計

画の主体となり，経済単位または行政単位の広が

りを示している。この考えは， 同じころ全国の地

方幹部より提出された 176篇の各地農業合作社に

関する実情報告に付した毛沢東の考え方に依拠し

ているようだ。たとえば， 山西省の離山県党委員

会書記劉耀の報告一一合作化によって大規模な水

土保持活動は全く可能であるーーにたいし，次の

ようなコメントを付している。 「この報告はとて

もよく書けている。一読するよう希望する。全国

ヤずれの県も1956年に県委員会の指導のもとに，
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次び｝

いくつかの芳えがくつがえされてL、ったことであ

ここで111も主要／にのは，必要である」川21¥

心。

第 11こ， 台i乍社｛じにより労働力使用がより効率

したが F》てJllrJ,u女不「労働力が節約できる。化し，

は雇用先を汚えなければ／よらない

！主＇~°：：機減化；ま労働力過剰を：もたらしそ第三i二，

品業の多種経済♂〉ふかしこ吸収されは工業の発II¥:,

主として，大J.tl棋な［舟黙による新しし、！：＇よ

田で吸収すること

第3に， 1%6年後半；う込ら日午前半に｛｛｛Eしたi’L

業機械化放棄［！命（黄敬， t'1fH誌づりHt三文）。

かくて可 1%6, 57年のfoTf乍社内における71<1'1J主主

hるが，

11'¥耕制作AをPirl臼こした労働j

力の協業が双論双昨引の普及控｛！？という •j1：態と IM!

社会的生産力として承認されていったの

設，多種経済の発展，

連して，
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切地付件起来J（『農業社デモt:震改造文普Itri3 :ff.』）。

III 人i己公社化lこ伴勺新たなFi！，／品化2

一一生産手段の所有権および経営

権の多層化

人民公社は 1957年10月から農村でJ則的された水

利建設運動を起点に， この連動によゥてひき起こ

された必要工業製品の自給化運動のなかでしだい

に形成されてきたことは周知の事実である。そこ

で高級命作社との基本的相通はどこにあるのか，

それが H節の新たな理論化1にどのような問題を

提起したのか，第3点としてその問題を解決する

ために生産関係と生産力との関係に関する問題は

どのように解決されてきたかなどについて検討す

る。

1. 議回固定投資部門の拡大と襲禁生産財エ業

部門の建設

経済活動の範囲は高級合作社と次の点、で異なっ

ているヨ

第6表人民公社の拡大された生産活動

ω 農業部門一耕税設業，牧畜業， e般副業

（~，軽工業一－b\lJ業以上の手工業，工場形態の軽工業

｛：幾回水利建設 ｜ 
｜楠林，森林建設 ｜ 

バト農業投資）：生産手段工業（燥機具，水利設備など）｜
川部 門｝生産対象工業（肥料，燃料，材料など）i 

I i軍総 i 

－－ － l公路建設など I 
(i) その他－｛j,に繍さない一般盟主工業など

高級合作子！：の多種経済は－－！校長1］業の拡大を意味

iていた。これに対し，人民公社ほ②，③，④び）

経済活動の拡大と耕種農業における深耕・密植運

搬Jの発展である。④は一時期存註したがまもなく

京近し，今日でも復活してし、ないので考慮の対象

外正しよう。新たな深耕は耕地の士地条件をかえ，

その効果は1年間のうちに，すべて作物の中に価

値移転されるわけではないので，理論的にし、えば，

[},i定資本投下の効果と同じlこなり，差額地代ω第

2形態の発生をもたらす。しかし，具体的分析の

レベルではその年に価値移転する部分と固定資本

化ずる部分とのl心JI］がつけがたレのてら経常の農

作業の範曜に入jL -Cおく。ここでは公社制度の発

展にもっとも関係のあった③の農業投資にかかわ

る部分に着目したい。

；ミ罰水利建設， tl/1：林，公路建設などの基本建設

投資活動も，農業生産財工業も，理論上あるいは

経済統計の面においても，深耕と似かよった問題

をもっ。つまり， との場合では副業部分との区別

である。たとえば，副業の農具生産と農村工業の

農具生産との差はどこにあるのか。③の範鴫の拡

大を主張するために， との区別を明確にしておか

ればならなか。

(1) 公社Tム業と面1］業

一般副業と工業との差異は従来，商品化するか

否かによって区別していた世1）。すなわち，農民
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Aゐ ri人~:!lてk、ると L、う iiべ， I 'WJ立~l".H l , t i世悦

！！と（二化学肥料などを若干4ヒぜ／こ有機肥料であるの

二円ごとは！！月 i、〉かに玲年により厳格な規定のなさ

;j Lたと解釈して上L、。 1,iJt:fiとに：J9午小中t]民に士事失，

1:5料、 i端付， トI没似！江どの1r:Jをか発表され

ア、fi“） 
''-' 0 

三(I）うHftl&f!li土iり！らかに伎ti刊さ件である。 ごjL 

全/l]•，、て公社仁業 C' i',¥1］業とを 11!くの上九にうれlilJして

みら山仁 J案と！巴う η

第7表 公干上工業と／，＼1］業とれ13:)Jlj

公十i r: ・'t /,¥lj :t 

JI[ HI ！｛七月日＇ f昔iq，な，；＇＞:f;iiiに il .；ての有機JII"
よるイピ討，，~物土曜がj操fl lキドif布
I，二上） て'1°11(_':.c ;ftるmi:
機月町！

iι }J ！日OllK¥VJ.'/I、山発1じ！？（ I ti: L 
住民＼~TH,; I J!.{ ￥機械の｛I安門， fJr式 lII！式民jlvl{Iりljl

出力 ~n の襲五'i と｛Iき！のみを行なろ i,
fi¥1, II i式民！1,(7内tMr ivJ 

イJ ;~:,_ I ・J-；てのti'c持1:.
St 3眠｜す，ごての製鉄

f主，＇，；＇， I ＇；［二 i1wi't1, 1じ＇／：（t'-J}jJI'i乏生物γ：（r,J処JtHを
行なりれれ 行なう 1,(1) 

RiJ 織｜機械動力が使!Hされた i
もの ｜ 

l.'I 2 l とのように定義される公社工業の発展に／，，、て

!IJ 固定的な生産場j,f「を t》•＇）こ

〔之1 経常（Iロ に T.＇.；／＇~牛島産に従来するヴ；｛動古を t －－、 19fi8年からGO￥にかけて急速な前加がよみとれ

三と， る。

（豆） 一定ノ）咋片l/.t111il，生産 T _H，を， 'L〆〉て円。 (2) iR田建設，公開建設，椋林

E日付平には二の工.tlhiさとが用ャ九れたんLL、U,'.lic lfjj（所得のf都内分＇,!fl］か仁十れば，本来，とれらの

しかし，その後1959年のある時期に（f，～⑨のT.I芯 経済活動は建設業にはいるべきものである。中国

成立要件.1'1体に対する解釈の変更があった上り の定義によっても、昨・排水t（どの民間水利r.程，

42 



第8褒 電力・議機具工場にみる人民公干土仁墳の拡大

I- l農機具 「脚電力（万KWA) I 工場！ ｜ 
（万）｜従業員（万人）｜ （億件）

1宮崎；；律問損.! 8 ~· 1151;6~0 1鰭1~) 
59!40州（保有量） I 8 I l.~ 凧 I 
60; 12 3'/ l～5月22¥I : 125～l70（店主｜
叫 I省（建設量）／｜ i l裏部1 4.9 
〔出所） (1）『人民日報』， 1958年5月15日社説。

(2)/i噂作義「水利和電力建設大躍進J（『建悶 10年t
冊」，香港集文社， 1959年〕， 211ページ。

(3）劉潤波論文，『紅旗』（1960年， No.13), 8ページけ

(4）拙稿「白立的民族経済の建設方針と農業機械・農

具工業」（『アジア経済』，第7巻第9号， 1966年9

)J ), 52ページ，第5表。

（日）拙稿， 上掲論文54ページ，第7表。

植林，幼植圃場，果樹園，温室建設などの多年性植

物栽培は建築部門にはいるとされる（注7〕。しかし

ながら農民が行なうために国民所得には算入され

ていなし、。 この種の建設に参加する労働力は民工

と呼ばれ，合作化以前は“subsistance wage”が支

払われた。合作社以後は農業労働と同ーの点数制

がとられ， 合作社収入のなかから支払われるよう

になったとνう（／1:8) 0 このことは統計ヒは実質的

な無償労働であり，無評価の労働蓄積形態をとっ

ていることになる。 1957年8月発表された1958年

の計画表変更のなかに次のような説明がある。「洪

水防御，水土保持，堤防補修，小型農回水利補助

費，農村道路，橋桁補強補助費などは投資額内に

入れない。その理由はこれらの工事は修理が主で

固定資産の増加にならないからである」（rl9）。こ

れによれば民工の農田建設は基本的に既存の水利

固定資本の補修以上にはでないと考えているよう

だ。しかし， 1958年以後の情況は様相を一変し，

農民のこの方面の労働は土地・水利固定資本の補

修のみではなく， 固定資本化する部分が著しく拡

大した。

水利建設に例をとると，第1次5カ年計画期で

は国家の基本建設投資費から大型水利建設フ。ロジ

ェクト（主たるもの13，准河工事，楊子江支流の弗l江，

永定河の官庁ダムなど）に支出され，その一部から

賃金がまかなわれていた。 1958年以後は水利の 3

主方針（人民公村による建設を主とし，小型プロジ I

クトを主とし，貯水を主とすること）がつらぬかれ，

大部分の建設が人民公社の手によってなされた。

このことは次のことを意味する。必要な建設資材

は大部分公社の公積金から支出され，必要な労働

力の賃金は公積金の一部で支払われるか， あるい

は無償であった。それゆえに投資額で建設成果を

評価すれば低評価になり，無償の労働は包括され

なくなる。具体的な経済統計でみよう。

第P表 19日・ 59年の水利建設評価の例

I i移動させ！大型工事原但脚
工事量（た士石量）｜単位ω ｜位による評

｜評価額 (A）.価額 （問

問58年｜問。億，1,ms ！酬意元lI晴元
1959年1 120億山 m3 I 120億元｜ :10億元

（出所） (1）『新華半月干IJ』（1959年， No.1川， lらく

。
リン

（立I『新華半)lf!J』（1959年， No.22), 1mページ0
58, 59両年の工事完成士石最700億m•より (1）をさ

Li'.J'く。

(A）項は工事土石量 1m' 1元のコストで計算した

評価額。この原単位は 1950～57年までのi1t：河工

事と同期間の河南省の工事の平均から算出した。

准河工事では国家投資14.5億元に対し，工事完成

士石量16億m3C注10），河南省では国家投資5億元に

対し，工事完成土石量3.6億m~の資料から 1 m3 l 

元がでる位11）。（B）項は 1m33角（0.3元〕のコスト

原単位で計算惟12）。この資料はおそらく小型工事

のコストと考えられる。（A), (B）とも粗価値額であ

るから，このなかから，補修部分，無効工事部分，

さらに国家投資部分をさしひけば，人民公社によ
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って行なわれた土地・水利への闘定投資が算出さ

れる。補修部分，無効工市部分は穣霧に成功して

いないが，国家の水利投資部分が1958年19.6億元

であることを考えると， いかにち＇＇.f；な労働投入が

たされたかが知られる... 1,;J係のこ！とが植林につU、

てj，いえる。

第10表は国家投資による植林と；集団経済のそれ

とを分離してみた。 1955年には国営対集団経済の

比が11.4%対88.6%であるのに， 1958年では1.4%

対98.6%であることが知られる。これは二つの理

巾によると思われる。 ~－）：土 ，13/J良で明らかなよう

い二日年には国営の一斉I¥Ii二公社世に移菅されたこ

と、（也は(A),（防項で時I'.1治ミh主7に集団経済の植

林が異常なほど増大しているs::.とである。 これら

の植林が水利建設と同じように，低賃金または義

務労働で行なわれたとすれば， 間定資本の低評価

を招くであろう。

第10表 間営1小林I::i主岡本手；斉摘林i七

｜ 航 外 1f11 tfi ！社前j完成度

｜紙幣i1;i;m1r:• なわけりi 全体（~［！国常伺
(1)1955年春 I124_2114.2 / 20：自（） I 
1955年計両｜ I I 11.4: 88.li I 

(2)22省・市・！ ｜ （ ｜ 

（叩）［幻70.21 3.09i 1叫： 9持.7614川 η1958.4.15 i I 1 

現在 I I I . 

r:,・,26省・市・｜ I : I I 

(f~詰区6.6) I叶1511 4 55: 1.44; CJ8.巾鋭J 1侃
現在 ) I I I I I 

〔/Ll所） (1）梁希文論文，『新華半月flH(1956年，No.
2), 80ページ。

(2）『人民日報』， ・1958年4月19日。
(3）『人民日報』， 1958年6月13目。

以上の検討から，人民公社の多種経済は副業か

ら区別される新しい農村工業とりわけ農業生産財

工業を包摂し， さらにm，本基本建設の拡大である
ことが知られる。このような農業投資にかかわる

44 

i祁門を包摂するため経済組織はどのようれ新しい

問題に直面したか。

2. 新しい問題と3級所有制による解決

日首iで明らかにされた， 1%6{f(l)高級fr作社の

II命.ffH:t人民公社の成立によって修正させられたで

ふろうか。生産力諸要素のJなかにおけど3生産用具

の絶対化の拒否と自然性生産手段と共同労働の強

調の論鴎は人民公社化運動を支えるものであっ

た。すなわち前項で明らかなように，水利建設，

植林などは56年とは比較にならないほど大規模に

展開され，また， これらの基本建設投資，深耕・

底抗／［，小上場建設などは， し、ずid，！弓‘水準の生

1'1'~ ／J(l)'['I:質のもとで共同労働に上って行なわれ

た。このように，論理のうえでは新たな修正を要

求するものではなかったが，具体的な建設過程で

は， 自然性生産手段の所有規模，共同労働の規模

は高級合作杜のそれとは比較にならないほど大き

ノ jJJ；大されたのである。これは次の事情による。

出級f;-(f目。規模は， 1956if 9 JI山中j吋：央・i詩

的｜佐川連行指示によると， 1llfぐむ JOOド，丘陵地

I＜で：200ハ平原で；mo戸前後力；j由主であるとされ

てし‘た。この規模では資金，労働力の闘から，さ

らには水利権の集団所有制から， 合作社の聞や，

郷の間にまたがるような水利系統の建設には問題

が禿生したし，工場建設では労i効力や資金の面で

限界がイf：在した。これらの点にJ ル、ては，すでに

多くのすぐれた研究があるのでそのほうに譲りた

L、！け J:j）。

問題はこのように拡大した経済活動に適合する

組織化はいかなるものであるかという点である。

考えられる方法は，生産手段の所有単位を拡大し，

統一的な経営を可能にならしめるやり方，第2は

所有の単位は高級合作社のままにしておL、て，一

郊の経済活動に対し統一的な経営を行ないうる方



第 11褒 労 1効力配分推移と制度の変遷

｜非 農 業｜ ｜人民公社｜
年 次｜該＇＇ j 地域・備考｜ 「一｜農業｜ ｜生産隊

｜迂業投資関係トその他｜ ｜生産大隊｜

1957年11月～58年4月｜全国 ！水利60～70%1 11 
Ii§！閏年8瓦一ご二二一人民公証設立決議（大規模所在制与の担割）｜ I lt40～50% 
1958年9月～59年1月｜全国 ｜鉄・小工業｜ IJ 
1959年2月 ｜広東全省（3) I 40～50% 

I l 、－『....－’

1959年2月 ｜広東省指示（59年百十両）川 J 45% [ 55% 
1959年2月 ｜湖南省5箇人民公社（2)(59年計甑） ｜公社工業25%以下
I 195持制一一 面草山蚕語生産大隊をl基礎とする3親所有制｜ I 10～80% 
1960年10月 ｜広東情市人民公社（4) ｜以前の46.5→29% ｜以前の

1960年12月 11時全省何） ｜ ヲ「｜室長雨川i襲撃鍛｜鋭
I I I ¥SO%以上1960年前半 ｜全同（Ii) l公社工業年間｜ I 

I 13.5% 1 

1960年後半 1全国（日） ｜公社工業の表｜ ｜ ｜人民公地；
I l送 I I ｜のみ2%(7)

1960年後半～6苫年春｜全国 1水利建設の衰1 I I 
I I退 I I I (61年5月）

正面白年1月 十 二生産隊を基礎とするゆ所有色l 1, ! I I I 

（出所） (1）『人民日報』， 1959年2月12日。

(21「中共湖南省委農村工作部開於5筒人民公社深入間！設整社運動的報告l，『新華半月干lj』（1959年， No・6), 18ぺ

ーン。

(:l）陶鋳報告， r新薬半月l'I］』〔1959年， Nn.H), :izページ，l
(l）『人民日報』， 1960年10月18日， 7ページc

(G）張徳生報告，『人民日報』， 19601,f.12}]12日， 7ページ。

(6）李成瑞，九：春f1「人民公社工業的創建，主主岡和発展J（『紅旗』， 1961年， No.8), 25ページ。

(7）『農村人民公社工作条件草案』。

法If.どがある。 illi者では生産手段の所有単位と経

営単位とが一致しているものであり，後者はこれ

が分離した形である。人民公社の制度は高級合作

社より拡大された経済活動の量的推移に伴って変

遷していることが観察される。その方向は第1<)) 

方法を指向しながら，漸次第2の方法をとるよう

になり， 3級所有制として定F着しているのである。

この点を，不完全ではあるが， 第11－友でよみとっ

てJ井fこL、。

J1i］表は三〆〉のねらいで作成された川まず第 lに，

非農業とりわけ農業投資財関係部門への労働力配

分の推移をみること，第2は， それと制度の変遷

との時間的関係， 第3に人民公社，生産大｜啄，生

産隊への労働力配分はどのように推移してきた

か。労働力をとりあげたのは資料が比較的みっか

りペコすいという理由だけであって，本来は資金，物

材の農業・非農業という産業別配分および人民公

社，生産大隊，生産隊への配分をもとりあげるべ

きであろう。経営権を投資決定権と考えれば，この

:i要素はいずれもこの経営権によって支配される

からだ。この意味において第11表はきわめて不完

全である。第；1点は資料不足でこの表からは明確

には上みとれないが，それでも 1960年の 5%より

t) 1年には己%におちてし、ることがわかる。第1点、，

第2点につし、ては明確に次のことが指摘できる。

農業投資関係部門である水利，小工業へ労働力が

40～50%以ーと動員されていたときに， 公社 1級所

有制への指向が存在した。公社を独立採算単位に

4ラ



Ⅳ　山本秀夫論文への疑問と方法論について

1968120048.TIF

寸心ことはもとよ，Jrjr}t-中，J_とは誌、めtcカ且つ／二。 L

/,, L，“ーた二公” 1大lt！ぬかつ公む／!illc!)j1J:x）とい

う発想、はこのこと金ノjと子 59ifにはいり柊干上運動

がill_:み公H工業， 水干1］建設などへの露！1HIJ:少なく

なるに，）れて『 l%9年宗 Jj 生産大隊全基礎とする：i

紋所有制が佐立‘ 1960年後半か九段糧危機で国民

話流全体が大後退L, 公社工業の後退はもあろん

1）＜：利佳設も補修的／（従来行なってきた経常建設し

か行なわなくなると，制！主的には2'C，にー！J<、後ili

Lて‘生産隊合基礎とするコ級！？？訂制に定右し／こリ

以上川 ｝，＇.•、から人民公；［:c'J(ljl]J芝山変遷は；；i業生時：

財問係部門、／） if~長ときわめて 11,&lf系が （~t， 、二とがJ,il

九jLる。

;q：臣1iJifl aル

はいってう俄認できる叫1!¥ 

'.iJ人民公吐く／）所有

［！？！女性1：庄子段 〔比較的大ご？な森林？牧場，

大生＇1水利地説、 I式験農場j

生，m用！t じ；ミ業機械，運輸UL)
生産財工Jg (Ill郷政府経営c!)i：場、 事~;rLJ'

投機YL」場， 修理工場，煉.liT）ム；，小型発

道庁iなど）

軽工業工品；－ k~＼'ti＇.！－産物JJII I-iふJ

公梢金一積立の50%

12）生産大l双山川tl

i'i：＞女性生産子段 q,1型山木和i施，V:,JI:戸

生産用！lj訂正巳f主力農共・運搬；LJL

生庄財上J必 （煉iヱCL）｝ふノト:11LClLL場）

粍じた仁弘法産物）Jill：場

＠生産r;.w，肝心

f l然性fj:_崖－fJJ,t U也， Iii林，，j、主／（i也，役

ボ

基本採X1-単位か生産大隊にあるか生産隊にある

かに主って，③ぴ〕j')rff；土②に変更主れる。現在主
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での情況守は依然として生産隊所釘が基礎に／（っ

ていゐと｝巴j) ,I Lるのぞだいたいの階M分離fo/rffは

［：ぷ山上うにな ＇＿） ていようけ この分離所有‘で注fl

すべき三とは， 大躍進運動の推進部門となった農

!fl述設左良業生産財生産工場が公子i所有（なL‘し

は大隊1/1{f)にたっていることである。｛i1級合ff

/:Iと異たった特焚をここに体現してし、るといえ

お。

（’，1 I ) ii, fj！’ i ＇.~怯，！;ii分iZ白i(, !~J (LI 1'111），主治』，

i問日， No.J ), lSベーンo

(rl '.!) u 大義「，；：長，／~J;'.''f"-tf今新法！；：長；fil,p丹 (r'Jiitlコ｛1::)
L~r.\ ff紋，JM1LII, 1958"1, No. 7）。

( ti :l) 句、i,r：：写「I？業ti大向仁、：｛＇1t1(i(J笈l,＼統JiJ 

法1::11必J0'*1':'-二if丙’先』， 1958{1', I¥'札 8）。

({14) U＜ぴf「ii!£A: 1111“ト｛七lit＇”I（『，；［・[Iii［りがt"iム
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i lJ本論文（／）新しし、点i上、 中国v'）投耕方式L(i)lj度

との関係に対し，一定の解釈を与えたことであり，

制度が生産活／J引 J国民経済と無関係に分析されて

いるのではなく，生産力を体現する農耕方式の変

革山i1J能性全 5守る立場から研写せき九てv・る点で、

あろう。中l出土干士会主義的工業化の過程で発生す

る葉大な農業原料や商品化食糧への需要を実現す

るためには ρずれ「喪主革命jを経過しなければ

ならない。その「農業革命」が，飯沼二郎氏が規

定fるよう仁， 「農作業体系（±il_l,~IJ殺詩体系 j その

もハの変革， L 1：こがって農村社命そのものが）変革

によってもたらされる，農業生産そのものの飛躍

的／（発展の yじ口－t了スj(/1 l〕であるとナれは，中国

経済の将来を考えるうえで，農業革命の契機がど

こにあり， それを可能にするよ －） ＇に制度はど v'）よ

うに形成されるかの問題を避けて通ることはどう

してもできない J この意味で山本論文は高く評価

されるべきfこど思う。

まず， 氏は熊代幸雄教授の中凶農法の規定一一

I f:ドj耕J；｛正法一ーに it＜~ーしし， ウfy トフ才」ゲ

ルの水の理論を次のように紹介する。「この r手f'!J
耕，］農耕方式ij、司 零細Jな沖地か「，li占有の生産aをあ

げるにもっとも過した）Jrにである rト， そ才L,1, (1) 

瀧j統，（2）頭割施肥，（3）組合せ耕種法，（4）鍬耕とい

う4契機の有機的結合による『i必l'J't句農耕1で，

畜力利用の耕種作業と人力中耕との結合を特色と

する r その＝ γ、濯親日）発展，組台せ耕種i去の進

展は， 農業生産力発展のこと要契依正／£り，亡のた

めの耕種技術の習得において労働力の質的水準の

向tーを必然｛ヒし／こ。しん、い こjI (, v'）生産｝J要素

は， i控に農機具の発肢を阻止し，幾法発展の極限

はそれら農機具発展の限界を示れれくて、二の

農耕方式は， その内部にそれ以kの生産力発展の

契機を出現せしめることなく，農業生産は停滞な

レし衰頗傾向をたどるj悦 2＼そしてウイットブ

ォーゲノレの理論は，瀧i慨を規定要因とし，農機具

♂）役割・怠義についての洞察を欠き，土地生産性

追究の止揚，転換の興機を見失って中国農業停滞

論と結zJ-＞がざるをえなかったと批判する。

これにけし， 熊代教授は「園芸的農耕Jの本1長

を「手持耕農業Jと規定し直し，水は型耕の一変

稀と考え‘ 農業革命の契機を労働手段たる農機具

のなかに求めた（庄3）。

山本氏はこの理論を 1958年以後の農業に適用

し，生産用兵の導入の情況に着目しながら農耕）S

式と人民公社制度の変遷を考える。結論は「解放

後の中国の農業生産方式は， 基本的には伝統的農

耕方式を継承するものであって， 1958年の大発展

もまた， その枠を越える農法転換によるものでじ

なかったJ(Itりとし，生産の増大は基本的には伝

統的手t'ti耕農法の水準の上昇によると考える。こ

(I）議論LJ:.' 高級合fr社、人民公社の労働j手段と高

級合作社以後の水利建設の分析を基礎においてい

一－，
ペ；；：， 0 

つまり，生産用具の面で，その普及と所有権お

上び公社内基本概算単位の変化を研究すると，小

出兵は｛［／；］人に，中型農民が生産隊tこ帰属L，この形

で安定していることが知られるという C1l5＼これ

は農機具の未発達トニ適応する生産関係の小集団傾

向と考えられる。これに対し，華南，華中の水田

農業においぐは濯純水ぷその存在条件であるのに

均し， 北）j畑作地ば叶土増産の必須条｛斗であるか

ら， 水利建設は不可欠であり，これが経営体の大

規捜集団 fl,• 、の要求をもっと考える位引のそして

「この矛盾する二つの傾向を統一するものが人民

公辻であって， ここに現段階の公社の過渡的性質

が存するといえるJen. n。

以上から判明するように， 山本氏は自留地＝個
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L、
• 0 生産入所有の小点具、生産隊ニ中型！l只の所令，

山本論文では人民公社は農業経営こjもに対L,大隊・人民公社ー水利施設という照応関係を考え

思業生産｛本であるという前提で分析が進めムfl,ごのすヲえに対し次のような疑問が発ておられるつ

牛：ずる。 i訪問係部門は水手！！の局面しか視野にはいってとな

,'c 人民公社そのものの基本性格，ここ力、九？1、
‘。( 1)生産手段の所ffとその生産の混同があるつ.＜J、

－歩進んで人民公社を生みだしてきた中国経

済に対する考え方がわれわれのものとは異なって

r ,, ，，旨｝中互1／京貝はその生産関係とのかかjヲりあい

では所釘だけがとりあげ「yれてL、るのに対し、

手ljの場台は7/<利建設がとりあげられている。水平＼j

L
机

「1仁l
’r "' 

ャくつかの疑問という形で提出し

( 1）人民公社工業の主要な部門である農業機具工

場は今日全l-Qの人民公社に建設されているよう

くるであろう

ておきたL、。悩；r党内所有・使用は；；｛業生産活動であるか， III節 l

で述べたように水手lj建設活動は｝l'lごす＞生産活動

イくやJJ庖設の！？｛む.f;t斥iとそしたがって、である。

その修理をトラケターはよ主産していないが，
,,_,, 
B、一行

の建設とが立業経営体にもたらすl;l;）｛＇土異 f工るに

新式・！日式農民

主た第日表で示Lた上う

iころの0キロワット以下の小型の発電所が公社によっ

アタッチよントの生産，

び）生売を行なっている。

はじめ，もLこれを同一次元で詑ずるな （，ば

［出Tr'f'を結びコ：tる論理が必要であろう。

1.2！人i芝公t-l：工業it公fl布IJJ主の成立に水科連ぷと

[r,Jじよ与に電要 hi告す｜｜を：f1t t:こL／：：にれかかわら

t，がし、なし、しl

これらは民法の変革には窓味て建，；',tされてL、と主3

111本氏は大躍進期に

「ft

とi析

をtlpえなL、（／）であろうか。

は伝統｝J式に上る民業の民的発展はあったが

I井}jjt<J）変革を？とιなうものではなかっと」

人民公仕の生産力要素の分析に三れがはレつ

'" ｛、ゾトアすーゲ／レの水の理論もL,

ず，

て二？山、。

上り分析的にするたの j~；忍を i手き！彫り i こすJ ご〈守

われわれがし、うような特質をも

つ人［芝公役[;t：兵士井）J:ic¥；のノ変J存の労：を｛乍じなかった

であろうかの

~i・さ ;fL て L 、るが，人i芝公U：仁濯が

Jl';ci去変険に一大きな君！味を七たfい、といり仕［lJ是が必

要ではないかっ

それを｝，守象LたのであればーJ,, 

(2）都市工業が；怠業生産一財を十分まかないきれ

設村で農業生産財部門を建設しなければなム

人民公社研究の 1視点2 

ず，人民公社It, 1956年のス乍ー！｝ン命題♂）J:塁論L

やはり中国経済の特質に深く関係、Lない理由J士、共同労働(7)5古1~f毛経済の発展，) L‘ の克服によ

農業生産ていみようだ。第l次5カ年計雨期に，水平lj建設（＇）邑視などノ＼の道がひムカー ;j］.、化拡大，

財 Iて業への投資配分が比較的梓県本建設投資と良主生産財仁；；，＇.内建：立の泌程で成

より基本的な理由として--）のま型出であるが，ぴ）人iで公社の首11]11£ [: JεLて，i'1: L ／：こことを知1っ／こc

喪主労働生wttが｛氏く商品化部分が少｛士記 ltこ‘｛／）変遷は士山 7}(,f:IJ を汗めに；；~業役資関係部門じ＇） frl

fお2Iこは，新式畜力民Ifい三とに由来する(ll8）。人i℃_'i';tf:長と性；J去にWli主してL 石ことホ知＇＇よこ

機械!fi)j力の作業機にしろ，伝統農法，，こltにしん，とは入＼；本（lj には水千I］を~＼めた立主’t,1t 財：／） i'l給体

-:r、ソチしていた！Fl式民兵の改良を通す〔すなわ人民L ／：とt;.,'－て系全築く制ぼであるとし、える什

lfl式）;l只のM'l!t'i:の継江主）以外には，中国農業

にはいり込またし、（双輪双鋒ij'iを恕起せよ）という

t,, 公社内斗：r'if.：問係と生戸E}JどのPJH系を汚察するI：：土

どう Lても公社のこの特質を見のが Lてはtic, ，正
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肢術的な理由があろう「it9）。第3としては，中国

農業に対して自然性生産手段がもっ簾要性によ

る。これほ， 1J r本氏仁よって強調されていた伝統

的農耕方式それ自体がもっ水利の貫主要性のみなら

ず，半植民地， 平封建経済における「i然耕地の荒

躍である。人民公社を水利を含めた農業生産財の

自給体系を築く/fill度であることが確認されたうえ

は， このような国民経済の諾特質と人民公社を統

一的につかむような方法が， 必要書であると思われ

る。

(3）本稿ははじめから人民公社を経済的側面にの

み限定して論を進めてきえ。とれは公社制度の特

質を経済的側面のみからより分析的につかもうと

したためマある。とれに対し，人民公1±の実態を

みると，農業，工業以外に，商業，教育，政情，軍

事な｝：：の諸活動が行なわれている。 とのような現

実を直視するとき，経済的側面の分析からえられ

た公社規定はすでに一面的な分析にすぎない。い

ってみれば， 人民公社は農業建設組撤去いうより

農村建設組織である。いやむしろ，農村建設を全

般的に進めな付れば，二二業建設ができないという

アジア経済研究所刊行

条件を中国経済はもっているのではないか。あた

かも半植民地，半封建の経済では，農地の再分配

ぷ単なる農地改革ではなく，封建的共同体を根底

からくつがえすような土地革命を行なわざるをえ

ないと同じように。 さすれば，そのような組織と

生産力との関係の分析には， さらに新たな方法が

必要であるように思う。

（注 1) 飯沼二郎 r型軽業革命総』（米来社，1967年），
156ページ。

（注2) 山本秀夫「人民公社と農業生産力の性質J

f山本秀夫綴『w;2次5カ年計画期の中国経済』，アジ
ア経済研究所， 1964年）， 21ベージ。

(iよ3) LIVド秀夫， 22ベージ。

（注4) 山本秀夫， 21ページ。

（注5) 山本秀夫， 25,26ベージ。

(i-「6) 山本秀夫， 29ベージ。

（注7) 山本秀夫， 30ページ。

（注s) rn：杭「大媛進政策の再評価J（『アジア経済』，
第 8 巻第12~.1967年12月）で商品化食湿の不足の解決

と農村工業土の閣係について詳し〈分析しておいた。

（注9) 拙稿「自立的民族経済の建設方針と農業機

械・差是具工業「（『アジア経済』， 第7巻第4号， 1966

年9JJ）。

（調査研究部）
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